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要約 

提言：企業は従業員のサードワークプレース選択に関する社内規制を緩和すべきである。 

2019 年度のサードワークプレース研究部会では、サードワークプレース利用者 12 名の

ヒヤリングを行い、サードワークプレースを用いた好ましいワークスタイルイメージを検

討した。加えて、ヒヤリングの結果を踏まえて、サードワークプレースを利用する企業の

視点で有効活用の可能性を検討した。その結果、本研究会では「企業はサードワークプレ

ースを有効に活用することが可能である」という知見を得ることができた。 

 

1. サードワークプレース利用者ヒヤリング 

1. 1. サードワークプレース利用者ヒヤリングの概要 

本研究会では、2019 年 9 月から 2019 年 12 月に 10 名以上を目途にサードワークプレー

ス利用者のヒヤリングを行った。 

質問事項は以下の通りである（正確な質問表は付録 2 を参照されたい）。 

1. 自己紹介 

2. テレワークの状況をお聞かせください 

3. サードワークプレースを利用するようになったのはいつごろですか 

4. サードワークプレースの利用時間と利用内容について教えて下さい 

5. なぜそのワークプレースを選びましたか 

6. ワークスタイル観に変化はありましたか 

7. サードワークプレースを利用していて良かった事、困った事 

8. コメント 
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実際にヒヤリングを行ったのは 12 名でその属性は以下の通りである。 

 

回答の生データについては、プライバシーに関わる記述が含まれるため以下の記載で

は、研究部会で抜粋したものを掲載する。 

 

1. 2. 特徴的な回答内容について 

「ワークスタイル観に変化がありましたか」という問いに対する有効回答数は 9。その 9

の内 5 名がサードワークプレースにはオフィスとは異なる価値があるという意味の発言を

していて、単にオフィスを代替するワークプレースとしてではなく、サードワークプレー

スならではの価値があると考えている。上司、部下、同僚と場所を共有せずに協働すると

工夫次第で自律性が高まり、チーム全体の成績向上につながったという意見もあり、ま

た、WeWork を利用しているケースでは、他の利用企業との新たな接点が生まれたなど従

来オフィスに留まっていては得られない効用があったという意見もあった。ヒヤリングの

内容を踏まえて、研究部会メンバーで討議した結果、従業員にテレワークを行う場所の選

択肢を広く与えることが業績の向上や人材の成長等に貢献する可能性があるとのコンセン

サスを得るに至った。 

過半を超える肯定的コメントがあったわけではないが、場所の問題以外に時間管理を従

業員に任すのが望ましいという意見が複数示された。 

以下の表に意識変化の意見の一部を抽出した。時間および場所の制約の緩和が生産性向

上に貢献するという声が多かった。特にサードワークプレースの利用によって移動時間が
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短縮されるため時間を有効に活用できるという声と、サードワークプレースで集中して仕

事ができるという声は多数上がっていた。 

 

スペース利用前後での意識の変化 
時間制約の緩和が

生産性向上に貢献 

場所制約の緩和が

生産性向上に貢献 

ワークライフ観が変わってきている。9 時 5 時という勤務

形態に縛られる必要は無いと思うようになった。 
○  

予想以上に「会社でなくても仕事はできる」事が分かっ

た。総拘束時間は減ったが、達成業務量は減らない。在籍

時に割込みが入る事による生産性低下が抑制できる。 

○ ○ 

部下の管理も、ツールを使えば特に問題にはならない。安

易に上司に頼らずに考える習慣がつくため、部下の育成に

もつながる。 

 ○ 

フリーアドレス化の効果は大きい。パーソナルロッカーと

共用資源だけで業務が回せることに気がつけたのは大き

い。文書の扱いはまだまだ検討が続いている。一般的なプ

ライバシーは覗き見防止シートで概ね十分。 

 ○ 

サードワークプレースなしでは生活が考えられない。メイ

ンオフィスじゃなくても仕事ははかどるし、メンバーと連

携可能。 

 ○ 

コワーキングスペースではコミュニティに重きを置く。コ

ワーキングスペースを使う際は、ノイズレベルと家具の質

は選定の理由となる。 

 ○ 

時間と場所を自己管理しながら 9 時 5 時にとらわれること

なく効率的に働けるようになったと感じている。 
○ ○ 

コラボレーションを行う際に、情報開示に抵抗のない企業

があることを知ったのは大きな変化 

  
○ 
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なお、サードワークプレースを利用している人の大半は「会社でなくても仕事はでき

る」と考えている。加えて総拘束時間が減少し、達成業務量は工夫次第でむしろ増加する

と考えている人が少なくないことが判明した。また、メンバーとの連携についてもツール

等を利用し適度に対面で話すことで問題はないとの声が上がっていた。 

 

1. 3. サードワークプレースへの不満 

サードワークプレースを利用する場合に WEB 会議等の実施が難しいという声が目立っ

た。オフィスであっても必ずしも自席が WEB 会議に適するとは言えないが、声が周囲に

漏れる、周囲に迷惑となる点はテレワークの一般化とともに深刻な問題として認識されつ

つあるようだ。また、サードワークプレースの営業時間が 9 時 5 時となっているケースも

あり、それが不満だとする声もあった。以下の表に代表的な声をまとめた。スペースの営

業時間、電話会議・WEB 会議設備の不足、社内等のネットワークへのアクセス手段に関し

て課題が上がっていた。 

良かった事・困った事（抜粋） 
スペースの 

営業時間 

WEB 会議等が 

困難 

業務ネットワー

クへのアクセス 

朝活の時間にスペースが開いていないのは不便。 ○   

ネットワークへのアクセスはまだできていないた

め不便。来年度アクセスが可能となる予定。   ○ 

TV 会議ができるスペースが極めて少ない。カラ

オケボックスも利用するが満足度は低い。 
 ○  

電話会議の実施がが難しい  ○  

WEB 会議・電話会議のコワーキングスペースでの

改善を期待したい 
 ○  
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その他、「運営事業者が違うサードワークプレースを「共通カード」で利用できるよう

な仕組みがあればよい」という声も上がっていた。 

 

2. 考察 

企業がサードワークプレースを含めた執務を許容することで、従業員は成果に注目した

執務形態を模索するようになる。オフィス勤務では同僚等の割込みの相談等で集中力が維

持できない場合もあり、業務内容によってはオフィス勤務以上に自宅やサードワークプレ

ースを利用する方が高い成果につながるケースも見られた。 

一方で、研究会内の調査では「執務場所の選択の自由は生産性向上につながる」と考え

る人は半数にとどまった。サードワークプレースでの生産性は既存オフィスに勝てていな

いと認識されているのが現状である。サードワークプレース利用者から出た課題として、

オフィス出社時の同僚とのコミュニケーションの重要性を指摘する声が多かった。さらに

は、業務による制約や、業務タスクの内容によって場所に制約を受ける場合もある。共働

きの増加による育児や介護だけではなく、災害やパンデミック対応、移動時の隙間時間な

ど、働き手に場所の制約があることは少なくない。 

ヒヤリングの結果として、サードワークプレースは既に企業が利用するにあたって実用

に耐える品質に達していることを再確認した。まだ、「業務は本来オフィスでやるも

の。」という考え方も根強いが、サードワークプレースを含む「場所に関する社内規制を

緩めること」は合理的と言える。その結果、当研究部会では「企業は従業員のサードワー

クプレース選択に関する規制を緩和すべきである」と考えるに至った。同時に、働く場所の

選択を緩和する場合は、何をどこでやるのかを合理的に考えることがより重要となる。そ

の整理のために ABW（付録 1：ABW 概略を参照されたい）がフレームワークとして有効

であると考えた。 

時間に関しては、9 時 17 時に連続勤務するワークスタイルではなく、ある程度時間を自

由に勤務することで、より多くの成果を出すことができるという声が一定数上がった。だ

が、研究会内では時間制約の緩和が効果を出しているとする表明が 20%と少数意見であっ

たため、現時点では企業は時間制約の緩和に消極的と考えた。そこで、「中抜き勤務等、

フレックスタイムをサードワークプレースの規制緩和と同時に推進すべき」という主張は

踏み込み過ぎと判断し、今回の提言に含めるのは見送った。ただし、サードワークプレー
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スを含む働く場所の緩和を行うことで、勤務時間をどのように考えるかは引き続き企業に

とっての検討事項であると考えている。 

ヒヤリング開始前にサードワークプレースのコミュニティ機能（交流機能）が重要なの

ではないかという仮説が提示されていた。ヒヤリングの結果としては、大多数のヒヤリン

グ対象者および研究会メンバーからはコミュニティは現時点で不要という意見が大勢を占

め、現時点ではサードワークプレースに対する従業員の期待は「効率的に執務できる場

所」という範囲に留まっていた。ただし、一部の利用者からは、「サードワークプレース

でママ友ができて有効だった」、「行政と企業の接点になった」、というような声も上が

っていた。結果として、本研究会では企業にとってコミュニティなどの交流機能について

は現時点では重視する段階にないとの判断に至った。 

気になるコメントとして、「男性は家で仕事をすることにまだ慣れていない人も多く、

特に（専業主婦の）家族がいると在宅勤務をしたがりません」というものがあった事を注

記しておく。 

 

3. おわりに 

サードワークプレースの活用は、可能性がある人を止めないことが重要である。様々な

理由により、場所の制約によって仕事が継続できない、パフォーマンスを十分に発揮でき

ていない人がいる。2019 年度のサードワークプレース研究部会では、場所の制約をなくす

ことで、仕事を継続でき、さらにはパフォーマンスを向上させることができることを確認

した。テレワークというと在宅勤務をさすことも多いが、自宅は必ずしも仕事をする環境

として最適ではない。例えば、同じ家で同じ場所であっても、子供などの家族やペット等

によって仕事の効率が落ちる場合がある。在宅勤務だけではなく、サードワークプレース

を上手く活用することによって、従業員はより良いアウトプットを生み出すことができ、

企業にとっての利益も大きい。 
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付録 1：ABW 概略 

Activity Based Working は、割り当てられた固定席のみで執務する携帯ではなく、業務タ

スク(Activity)の特質に応じて、執務場所を選択できるようにすることで、業務効率向上

（あるいはコストダウン）を図ろうとする考え方である

(https://en.wikipedia.org/w/index.php?title=Activity-based_working&oldid=916680316)。

ABW という用語はオランダの Erik Veldhoen 氏が、the Art of Working という書籍で用い

たとされている。最初はオフィス設計（設定）に関わる概念で、フリーアクセスや静粛ス

ペースなどに関わる改善活動だったが、ICT 技術の高度化で、オフィスでなくても行える

業務タスクが増加したため、オフィス設定を超えて考えられるようになった。 

ABW の概念も参考に、英 Leesman 社(https://www.leesmanindex.com/)は、「ワークプ

レースエンプロイーエクスペリエンス評価」というベンチマーク評価サービスを提供して

おり、満足度の高いオフィス（オフィス設定）事例を表彰している。2018 年末のデータで

は、91 カ国 515 組織 3,494 ビルディングから 484,145 回答者の統計処理が行われていて、

より働きやすいオフィスが追求されている。様々な分析がなされており、全体を通してみ

れば、固定席とフリーアドレスのどちらが優れているというわけでもないことが統計的に

示されている。つまり、フリーアドレスにすると業務効率が上がるとも下がるとも言え

ず、あるタイプの企業（業務）であればフリーアドレスのほうが良くなるが、あるタイプ

の企業では固定席のほうが良くなると考えるのが適切である。同様に、テレワークをやっ

ている会社が優れているとか、テレワークをやっていない会社が遅れているとかそういう

ことではなく、従業員が担当している数ある業務タスクの中に固定席が効率的なケース、

別のオフィス設定が望ましいもの、在宅やサードワークプレースが上手に活用できるもの

があり、個々の従業員が抱えている制約によっても合理的な選択は変わり、合理的な選択

をするのが望ましいと考えるべきである。 
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Leesman 社では、業務タスク(Activity)を以下の 21 に分類している。 

 

5 つの個人作業は、基本的に場所の制約も時間の制約も受けない（場所の制約がある場

合は「その他」/「技術的/専門的設備または資料の使用」になる）。例えば、これらに分

類される業務タスクが 8 割を超えている従業員であれば、概ねほとんどの仕事をテレワー

クで行うことがでる。ICT 技術の高度化で共同作業でも必ずしも集まって行う必要がない

ケースも増えており、共同作業を必要とするのにも関わらず完全リモートワークを実施し

ている企業もある。 
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テレワーク、サードワークプレース利用を念頭に業務を ABW で解釈すると、従業員が

担う総業務タスクを、業務タスクの特質、従業員に固有な制約、従業員が選択可能なワー

クプレースの組み合わせで実施することを意味する。様々な制約を有する従業員が幸せに

かつ効率的に成果を出せる組み合わせを探求していくことが、ABW の実践と考えてよい。 

ペーパーレスや ICT 投資によって、同じ業務アクティビティであっても選択可能なワー

クプレースは変わる。働き方を変えるときには変えるためのコストもかかるので、企業や

部署によって望ましい形も変わる。その巧拙によって業務効率も従業員満足も変わり、競

争力を左右すると考えるのが適切だろう。 
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付録 2：サードワークプレース利用者におうかがいしたい事 

日本テレワーク協会サードワークプレース研究部会では、テレワークを推進するにあた

っては、オフィス・自宅以外のサードワークプレースの活用が今後重要となると考えてお

り、サードワークプレースを活用推進に取り組んでいます。「企業の生産性を上げ、同時

に個人の QOL を向上させる」ワークスタイルの実現を追求し続けることを目標として活

動中です。特に本年度は、サードワークプレースをすでに活用している利用者のお話をう

かがって、企業がサードワークプレースを有効活用できる可能性を探ろうとしています。 

当日は、次ページの内容について 3 から 4 名の方からそれぞれ 15 分間（直後質疑５分、

計 20 分）、お話をうかがう予定にしています。可能であればぜひ他の方の発表、その後の

全体ディスカッションにもご参加ください。 

なお、事前に触れられたくないことや、以下の内容以外で触れるべき事がありましたら

お知らせいただければ幸いです。事前にメールで回答案をお送りいただいた場合には、質

疑応答の時にプロジェクターで投影できるように準備します。 
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ご質問内容 

1.自己紹介(2 分程度) 

営業、バックオフィス、企画、研究開発、その他どのような職務を担当しているかについ

ても含めていただけると助かります。 

 

2.テレワークの状況をお聞かせください 

メインオフィス、在宅、サードワークプレース１、サードワークプレース 2…等、何カ所

程度でそれぞれどの程度の割合で執務されているかお知らせください。 

例：オフィス 40%、客先等外出 20%、在宅 10%、NewWork20%、ZXY5％、カラオケボッ

クス 5％など。あわせて通勤時間や移動時間についても触れていただければ幸いです 

 

3.サードワークプレースを利用するようになったのはいつごろですか 

 

4.サードワークプレースの利用時間と利用内容について教えて下さい 

例：多くのケースでは 1 時間以内だが、半日、1 日滞在することもある。企画立案のよう

な邪魔が入ると生産性が落ちるような業務で半日 Workstyling にこもるのが習慣になって

いる。 

 

5.なぜそのワークプレースを選びましたか、それによってワークスタイル観に変化はあり

ましたか 

例：会社からの補助があったので利用を始めたが、複数のスペースを試している内に、

Morinaga Village は雰囲気が良く運営者やメンバーに親しみが持てるようになって常用す

るようになった。最初は、自席以上に集中できる場所は無いかと思って使ってみたが、意

外と軽い雑音がある環境の方が良い事に気がついた。 

 

6.サードワークプレースを利用していて良かった事、困った事 

 

7.これからサードワークプレースの利用を検討している人に向けてひとことお願いします 

 

以上 

 


